
2018 年 5 月 12 日  

第 5 回 卵子提供・代理出産で家族をつくる (於 日本科学未来館) 

 
 

 
 
 

清水直子 (Shimizu Naoko) 

 

「卵子提供・代理出産の行方」 

 
	 卵子提供は国内では法整備がなされておらず、非営利での卵子提供支援団体

などもあるが、事態はほとんど進展していない。代理出産は国内では実質的に



依頼不可能であり、海外に活路を見出すしかない現状である。しかし、海外の

状況も刻々と変化しており、商業的代理出産に関してはますます厳しい状況と

なっている。現在依頼できるのは米国、ウクライナ、ロシア、ジョージアなど

に限られてきている。しかし日本では圧倒的にこれらの情報が少ない。卵子提

供や代理出産を特別視する閉鎖的な考え方も影響しているし、日本人の多くが、

英語での情報収集やコミュニケーションが苦手であるということもある。卵子

提供に関しては、日本人ドナーにこだわる依頼者も多いが、国内在住のドナー

場合、渡航費がかかるなどコスト負担が大きい。最近は、外国人ドナーを許容

するクライアントも増えている。卵子や受精卵は目に見えにくい存在であるた

めにクライアントにとってはブラックボックスになりやすくエージェントによ

ってはトラブルも多い。卵子バンクの出現がこの現象に一層拍車をかけている。

卵子バンクは利便性が高いが、信頼性や品質管理に課題がある。他方、代理出

産に関して、世界の情勢はますます混迷しているが、法律の過渡期(無規制から
禁止へ)に当たると、長期間、出国できないなど大きな困難に巻き込まれる可能
性もある。依頼者は、国内の法律と現地の法律の双方に精通した専門家の助言

が必須である。 
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日比野由利 (Hibino Yuri)  

 

「遺伝的つながり、生物学的つながり」 

 

	 卵子提供と代理出産では、二人の女性が子の誕生に関わる。依頼する側が受

精卵を受け入れる場合は卵子提供となり、依頼される側が受精卵を受け入れる

場合は代理出産となる。遺伝的つながりの特徴は見えやすく、親子が似ていれ

ばつながりを確認しやすいなどの利点もある。一方、生物学的つながりという

言葉は日常耳にする機会が少ないかもしれない。遺伝子の目に見えるインパク

トは大きいが、遺伝子が全てを決定しているわけではなく、環境も重要な役割

を果たしている。たとえば、遺伝子(の発現)は環境によって変化しており、その
インパクトは受精卵から胎児、出生直後において最も大きい(エピジェネティク
ス)。胎児にとって、母胎の環境が非常に重要であるということがわかっている。
また、妊娠出産のプロセスでは、母体と胎児が互いの細胞を受け取っているこ

とがわかっている(母子のマイクロキメリズム)。母胎と胎児は胎盤を通して繋が
っており、羊水中には互いの DNAが含まれている。また、妊婦の血液からは胎
児の DNAが検出される。こうしたことから、生物学的つながりは、遺伝的つな
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がりよりも見えにくいが、妊娠出産する女性は、たとえ自らの卵子ではなくと

も、胎児の生命の形成に積極的に関与していることは明らかである。一方、養

子では遺伝的つながりも生物学的つながりもないが、養育という役割を通して

親子は長い時間をかけて社会的関係を築いていく。日本ではあまり知られてい

ないが、胚提供やミトコンドリア提供などの方法もあり、第三者が子の誕生に

関わる。 
	 子の誕生に複数の人間が関わっている場合、これらの人々の関与について、

今後も新たな科学的知見が付加される可能性もある。従って、子の養育に責任

を持つ親としては、関係者のコンタクト先を控えておくなどの対応が必要にな

る。 
 

 
	  

A?-��
!
�"���

  /=�>�A?/
8*��3�B
#"����,�
1
)*��!D"+(��#��'�%&��D"+(
��"��� ��D����/=��"��

>
9��"<0-;C
/=���"��$:7��#
����
!$:7�����D��"�D������
�	���6@.2�45��!�����



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

�������������������
�����	��
�
�

Fertil. Steril  2009,   IF per paper=1.7 �

��

  ��)&�(��)��(�"�'-)��(  +)
�
  <
  ��%�,1"�#.3*�
!)� $&	��,,%���)�/0-����2��"�

> <
<

  <
  < <

< <
< < )



仙波由加里 (Semba Yukari) 

 

「提供精子・卵子でつくられた家族−ニュージーランド・イギリスの事例から」 

	

日本では精子や卵子の提供、代理出産で子どもをもったことを周囲にオープン

にしない人が多いが、海外では、オープンにしている人たちも多い。イギリス

やニュージーランドで、生殖技術で家族を持った親や子ども、ドナーなど、計

25名に話を聞くことができたので紹介したい。イギリスでもニュージーランド
でも、子どもの出自を知る権利が法律上認められており、子供は 18歳になると
ドナー情報の開示請求をすることができる。インタビュー対象となった人々は、

男女カップルだけでなく、シングルや同性カップルも含まれており、子どもに

は事実を隠すことなく話している。調査で出会った人々には、提供配偶子で家

族をつくることに否定的な考えの人はおらず、子どもへの告知にも消極的な人

は少ない。ドナーの情報を持っていない場合、子どもに申し訳ない気もちを持

っている人もいた。そして、生まれた人も、自分の出生や家族を肯定的に受け

止めている人がほとんどだった。イギリスでは同じような家庭環境の子どもた

ちが出会う場も用意されており、自助の効果をもたらしている。イギリスでも

ニュージーランドでも、オープンで肯定的な雰囲気が社会に存在しており、い

ずれボランティアで提供する人も増えて行くかもしれない。 
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